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平成23年11月25日現在
植物検疫に関する各種情報を掲載しています。また、ホームページ(http://www.maff.go.jp/pps/)
では、法令改正や輸出入植物検疫に関する詳細な情報を掲載しております。
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［植物検疫関係情報］

　《輸入検疫》
●輸入植物検疫制度の見直しの科学的根拠となった病害虫リスク分析（PRA）の結果を追加しました
　（平成23年9月13日） 

●輸入検疫に関するデータベース（英語版）を新設しました（平成23年9月6日）

　《輸出検疫》
●各国の輸入規則等詳細情報にアイスランド、アゼルバイジャン、アルゼンチン、アルバニア、アルメニア、イ
エメン、ウズベキスタン、エジプト、オーストラリア、カザフスタン、キルギス、クロアチア、コスタリカ、コ
ロンビア、シンガポール、スイス、台湾、タジキスタン、中国、トルクメニスタン、トルコ、ニュージーランド、
ノルウェー、パキスタン、フィジー、フィリピン、ベトナム、ベラルーシ、ペルー、香港、メキシコ及びモルド
バの情報を新たに追加しました（平成23年10月） 

●「中国向け精米くん蒸倉庫登録一覧」を更新しました（平成23年9月27日）
　　中国向け精米の登録くん蒸倉庫を追加しました。 

●「台湾向け生果実検疫実施要領」が改正されました（平成23年9月14日） 
　　検品（選果こん包した施設以外で一定期間保管した生果実の中から、保管中に品質が劣化した生果実を
　　除去すること）の取扱いについて新たに規定しました。

●「諸外国に植物等を輸出する場合の条件一覧（早見表）：貨物編」（韓国）を変更しました（平成23年9月7日） 

●「韓国向けカンキツ類生果実に関する輸出禁止地域の追加について」を掲載しました（平成23年9月2日） 
　　韓国は、九州及び沖縄に加えて、四国で栽培されたカンキツ類生果実についても、平成23年9月6日輸
　　出分から輸入を禁止することとしました。

＊植物検疫関連情報（植物防疫所ホームページ掲載情報）　─平成23年11月25日現在 ─

＊特集記事：平成22年輸出植物検疫概況（全国）

＊輸入検査で発見される検疫有害動植物　─Nysius raphanus ─

＊条件付きで輸入解禁された植物とその検疫業務　 ─オランダ（果菜類） ─

＊「輸入穀類等検疫要綱」の一部改正　 ─燐化アルミニウムくん蒸について、

　　　　　　　　　　 　　　　　　くん蒸時間の短縮と使用薬量の低減が可能な基準が新たに設定されました ─

＊検査申請の際のPQ-NETWORKご利用のお願い　

＊各地の植物検疫情報

　・メキシコ産レイシ（ライチ）生果実が海上コンテナー貨物として今シーズン初輸入　─横浜港 ─

　・レタスの輸出集荷地検査の実施　 ─長野県川上村 ─

　・アメリカ合衆国向けなし生果実の検査概況　 ─鳥取県 ─

＊植物防疫所からのお知らせ
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特集 平成22年輸出植物検疫概況（全国）平成22年輸出植物検疫概況（全国）

　平成22（2010）年に貨物で輸出された植物の検
査数量は、栽培用植物（草花苗、樹木苗、穂木な
どの栽培用苗類及び球根類）約1,361万個、種子
約0.2万ｔ、切花約22万本、生果実・野菜約2.8
万ｔ、穀類・豆類など約 22.8万ｔ、嗜好香辛料・
肥飼料類など約4.3万ｔ、木材約24万㎥です。平
成17年以降の推移をみると、栽培用植物や切花
は減少傾向にあり、生果実や肥飼料類は増加して
います。（表）
　これを検査件数でみると、全種類合計で約4.4
万件（対前年比116％）となっており、増加傾向
で推移しています。（図）
　次に、植物の種類別の検査状況を紹介します。

●種苗類（輸出先 103か国・地域）　　　
　検査数量は、栽培用苗類約1,234万個、球根類
約127万個、栽培用種子約0.2万ｔで、これらを5
年前と比較すると、栽培用苗類80％、球根類88％、
栽培用種子93％となっています。
　検査件数は、５年前と比較すると栽培用苗類
148％、球根類269％、栽培用種子131％となって
おり、増加傾向にあります。
　検査件数の多い輸出先国・地域は、栽培用苗類
では米国、ベトナム、台湾、オランダ、中国の順で、
この５か国で全体の52％を占めています。球根
類では英国、カナダ、米国の順で、この３か国で
全体の76％を占めています。また、栽培用種子
では輸出先国・地域が93か国・地域となっており、
このうち、米国、中国、フランス、韓国、チリの
５か国で全体の43％を占めています。
  近年、ＥＵ諸国や米国が栽培用苗類でカミキリ
ムシ類や植物寄生性線虫に対する検疫規制を強化
し、新たに網室の設置や土壌消毒など栽培地での
検疫措置を求めており、適確な管理がますます重
要となっています。

●切 花（輸出先 13か国・地域）　　
　検査数量は、バラ科、キク科、ユリ科、ラン科

植物など約22万本で、５年前と比較すると57％
と減少傾向にあります。
　一方、検査件数は、５年前と比較すると140％
と増加傾向にあります。
　検査件数の多い輸出先国・地域は、タイ、ロシア、
台湾の順で、この3か国で全体の61％を占めてい
ます。
　輸出先国・地域が侵入を警戒している主な病害
虫には、タバココナジラミ（Bemisia tabaci）、
キク白さび病（Puccinia horiana）などがありま
す。平成22年には、台湾の植物検疫機関から、
台湾の輸入検査でアリウム属切花からミカンキイ
ロアザミウマ（Frankliniella occidentalis）が発
見され、不合格とした旨通報がありました。

●青果物（輸出先 30か国・地域）
  検査数量は、もも、なし、りんご、ぶどう、か
んきつ類などの生果実約2.2万ｔ、シソ葉、ネギ、
長いも、いちご、ミョウガなどの野菜約0.6万ｔで、
５年前と比較すると生果実110％、野菜67％と、
野菜が大幅に減少しています。
　検査件数は、５年前と比較すると生果実153％、
野菜126％と増加しており、貨物の小口化が顕著
となっています。
　検査件数の多い輸出先国・地域は、生果実では
台湾、タイ、アラブ首長国連邦、ロシア、中国の
順で、この5か国で全体の93％を占めています。
野菜では台湾、インドネシア、グアム、ハワイ諸島、
タイの順で、この5か国で全体の84％を占めてい
ます。
　輸出先国・地域が侵入を警戒している主な病害
虫には、ナミクキセンチュウ（Ditylenchus 

dipsaci)やカンキツかいよう病（Xanthomonas 

campestris pv.citri）などがあります。平成22年
には、台湾の植物検疫機関から、台湾の輸入検査
で山梨県産もも生果実からモモシンクイガ
（Carposina sasakii)が発見された旨通報があり、
同県産のもも、すもも、なしなどの規制対象生果
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実が輸出停止となる事例がありました。

●穀類・豆類、その他植物生産物
　 　　　　　　　　　（輸出先 72か国・地域）
　検査数量は、穀類・豆類約22.8万ｔ、嗜好香辛
料約1.2万ｔ、肥飼料類約3.2万ｔで、これらを５
年前と比較すると、穀類・豆類 105％、嗜好香辛
料84％、肥飼料類300％となっており、韓国向け
キューブ・ペレット類を中心に肥飼料類が大幅に
増加しています。
　検査件数の多い輸出先国・地域は、中国、台湾、
ベトナム、韓国、インドネシアの順で、この５か
国で全体の89％を占めています。

●木 材（輸出先 16か国・地域）
　検査数量は、約24万m3で、５年前と比較する
と369％と大幅に増加しています。
　検査件数の多い輸出先国・地域は、中国、台湾、
ベトナムの順で、この３か国で全体の89％を占

めています。
　中国などは樹皮付き木材に対し、輸出前に臭化
メチルくん蒸や熱処理を要求しており、輸出する
場合は処理施設の確保などが必要となります。

　輸出植物検疫は、主として輸出先国・地域の検
疫要求に対応して検査を行っていますが、近年、
輸出先国側は新たな病害虫の侵入を警戒し、規制
の見直しや追加などの規則改正が行われる事例が
多くなっています。そのため、植物防疫所では
日々、最新情報の収集に努めています。
　なお、植物を輸出される方々からの情報は大変
貴重であり、新たな情報などを入手された場合は
情報提供をお願いします。
　また、植物類などの輸出をお考えの場合は、栽
培地で一定期間病害虫が無発生であることを証明
するなど、輸出前に長期間の準備が必要となるこ
ともありますので、お早めに植物防疫所へ連絡を
いただくようお願いします。

　種　類
栽培用苗類
球根類
栽培用種子
切　花
生果実
野　菜
穀類・豆類
嗜好香辛料
肥飼料類
木　材
合　計

（単位）
（万個）
（万個）
（万t）
（万個）
（万t）
（万t）
（万t）
（万t）
（万t）
（万㎥）

（万個）
（万t）
（万㎥）

平成17年
1,534
145
0.2
38
2.0
0.9
21.6
1.4
1.0
6

1,717
27.2
6

平成18年
1,645
75
0.2
34
2.0
0.9
19.8
1.8
1.3
25

1,754
26.1
25

平成19年
1,362
111
0.2
32
2.8
1.4
19.6
0.9
1.6
10

1,505
26.5
10

平成20年
2,509
147
0.2
31
2.7
1.2
15.9
1.0
3.4
7

2,686
24.3
7

平成21年
1,285
125
0.2
27
2.3
0.9
23.4
1.2
1.8
9

1,437
29.7
9

平成22年
1,234
127
0.2
22
2.2
0.6
22.8
1.2
3.2
24

1,383
30.1
24

表　植物の種類別輸出検査数量（貨物）の推移 植物検疫統計

植物検疫統計図　植物の種類別輸出検査件数（貨物）の推移
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輸入検査で発見される検疫有害動植物
─Nysius raphanus─

　平成23年３月に輸入植物検疫制度の見直しに
伴う関係規則が改正され、植物検疫の対象とする
病害虫がリスト化されました。このうち検査で発
見頻度の高いものを紹介しています。今回はナガ
カメムシ科のNysius raphanusを紹介します。
　
【分布】
　アメリカ合衆国、メキシコに分布しています。

【寄主植物】
　アオイ科、アカザ科、アブラナ科、イネ科、ウ
リ科、ナス科、マメ科など様々な草本植物、また、
ブドウなどの果樹類にも寄生します。

【輸入検査での発見状況】
　アメリカ合衆国産ブロッコリー、チシャ、カラ
シナなどの野菜類に成虫の状態で付着し、数多く
発見されています。

【形態】
　細長い体型を持ち、成虫で体長３～４mmの
小型昆虫です。体色は茶色がかった灰色で、翅に
は茶～黒色の斑点があります。また、前翅は折り
たたまれたときに先端部が重なり、翅脈が交差す

ることによって、翅にＸ状の模様が見えます。
（写真１）
　幼虫は成虫より小さく、翅がありません。

【被害・生態】
　発生地のアメリカ合衆国では、本虫が好むアブ
ラナ属植物の雑草やその周辺で、成虫又は幼虫の
状態で越冬します。早春になると寄主植物や周囲
の土の割れ目などに産卵し、約４日で孵化、約３
週間で成虫となります。地域、気候にもよります
が、１年あたり３～５世代を繰り返します。
　春から夏にかけ、それまで寄生していた雑草の
枯死などにより、近くの畑に集団で移動し、栽培
作物に被害を与えます。
　幼虫、成虫とも、細長い針のような口を寄主植
物の若葉などに刺し込み吸汁します。ジャガイモ
の若葉に大集団で寄生することがあり、葉のしお
れや縮れなどの症状が急激に現れ、ひどい場合は
その部分が枯れてしまいます。 また、モロコシで
は吸汁されることにより、生育中の種子（穀粒）
の小粒化や奇形、変色が生じるなど、品質低下や
収量減少が起こります。まれなケースですが、ア
ーモンド、ピスタチオ、ザクロ、かんきつ類の果
樹苗を枯死させた報告もあります。

写真１　ブロッコリーに付着した N.raphanus（成虫） 写真２　N．raphanusの被害を受けたレタス 
（Whitney Cranshaw, Colorado State University, Bugwood.org）
　より許可を得て転写
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条件付きで輸入解禁された植物とその検疫業務
─ オランダ（果菜類）─

チチュウカイミバエ調査用トラップ

　オランダには、日本の農作物に重大な被害を与
えるチチュウカイミバエが発生しているため、植
物防疫法に基づいて寄主となる果菜類の輸入（持
ち込み）が禁止されています。　
　このため、オランダ政府は、チチュウカイミバ
エの日本への侵入を防ぐ方法として、国際的に認
められている病害虫の無発生地域の設定による輸
入解禁を日本政府に提案してきました。
　農林水産省では、オランダ政府植物検疫機関と
技術的な協議を重ね、植物検疫上の安全性が確保
できたとして、公聴会などの手続きを経て、平成
5年2月から一定の検疫条件（生産地域・栽培施
設等の指定、チチュウカイミバエの濃密な発生調
査、厳重な輸出検査・再汚染防止措置、日本の植
物防疫官による立会確認など）を付して寄主植物
の一部の輸入を解禁しました。
　現在、オランダからの輸入が可能な植物（果菜
類）は、おらんだいちご、きゅうり、とうがらし、
トマト、なす、ぶどう、ペポかぼちゃ及びメロン
の生果実です。
　今回はこれら果菜類に関して、オランダで日本
の植物防疫官が行う業務について紹介します。

1　オランダ側が指定した栽培施設の確認
　オランダから日本に輸出される果菜類は、指定
生産地域（チチュウカイミバエが発生していない
としてオランダ側が指定した生産地域)内の指定
栽培施設（同国側が指定する栽培施設)で生産さ
れたものであることが条件の１つとなっていま
す。このため、植物防疫官は、指定栽培施設がこ
の条件を満たしているかどうか、同国側とともに
確認します。なお、確認に先立ち同国側から指定
栽培施設リストが提出されます。

2　チチュウカイミバエの発生調査の確認
　オランダ側は指定栽培施設、指定生産地域及び
同国側が本虫の侵入を警戒すべき地域として指定
した検疫監視地域において、本虫に対する発生調
査（トラップ調査及び生果実調査）を行うことと
なっています。
　トラップ調査では誘引剤を用いて本虫を誘殺す
ることにより、本虫の発生の有無を確認していま

す。また、生果実調査では定められた時期に寄主
である生果実を採取し、適切な温度条件下で一定
期間保管することにより、本虫の寄生の有無を調
査しています。
　植物防疫官は、同国側から提出される調査結果
を元に、本虫の発生の有無を確認しています。

3　輸出検査及びこん包の確認
　植物防疫官は、オランダ側が行う輸出検査に立
ち会い、①日本向け果菜類が、トラップ調査によ
りチチュウカイミバエがいないことが確認された
施設でこん包されているか、②こん包には本虫が
侵入できない容器が使用されているか、③封印及
び日本向けの表示が適切であるかなどの確認をし
ています。

4　植物検疫証明書及び輸出検査記録の確認
　植物防疫官は、オランダ側が発給した植物検疫
証明書及び輸出検査記録の内容を確認し、輸出さ
れる果菜類が指定栽培施設で生産され、かつ、適
正な輸出検査が行われたものであることを確認し
ています。

　以上の検疫手続きを経て、オランダ産果菜類は
日本へ輸出されています。

生果実調査の様子
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─燐化アルミニウムくん蒸について、くん蒸時間の短縮と
使用薬量の低減が可能な基準が新たに設定されました─

　平成23年6月14日付けで「輸入穀類等検疫要
綱」（昭和46年2月6日付け45農政第2628号農政
局長通達）の別表（第12関係）に「庫外投薬機
を用いた燐化アルミニウムによる消毒方法の基
準」が新設されました。
　今回設定された基準は、温度区分が細分化され、
新たに使用する単位薬量が設けられたことによ
り、従来の燐化アルミニウムによる消毒と比較し、
くん蒸時間の短縮と使用薬量の低減を図ることが
できる消毒方法となっています。
  この消毒基準は温度とくん蒸時間により6種類
に区分され、倉庫くん蒸、サイロくん蒸の両方に
適用できます。くん蒸を行うにあたっての主な留
意点は、倉庫では特A級又はA級で撹拌装置（可

搬式を含む）を有すること、サイロでは特A級
又はA級で循環装置を有し、かつ、粉状又は粕
状の植物には適用できないことです。なお、ヒメ
アカカツオブシムシなどの他にCryptolestes属の
検疫有害動物に対しても、今回設定された基準は
適用できません。

　植物防疫所では『PQ-NETWORK（植物検疫検
査手続電算処理システム）』を運用し、輸入植物
検査及び輸出植物検査の電子申請を受け付けてい
ます。
　書類（紙）による申請では、申請書の提出、申
請内容の訂正や合格証明書等の受取などで、植物
防疫所まで来所いただかなければなりませんでし
た。しかし、電子申請を利用することにより、輸
入検査関係の各種通知書などを電子的に取り出せ
るなど、開庁時間に限らず申請などの手続きがで
きるほか、過去の申請書の情報を用いることで新
たな申請書を作成する時間を短縮できるなど、植
物検疫手続の簡素化・迅速化が図られています。
　また、PQ-NETWORKは平成20年10月のシス
テム更改により、従来のNACCS利用端末を使っ
た申請のほか、自宅や職場でご利用のパソコンか
らインターネットによる申請（Web申請）がで
きるようになりました。
　これにより、植物防疫所ホームページの電子申
請窓口から利用申込みを行っていただくだけで、
電子申請ができるようになっていますので、是非

ご活用ください。
　なお、ご利用に当たっては「利用規約」をご確
認の上、「利用者情報」を登録していただくこと
になります。

※詳しくは、植物防疫所ホームページの電子申請窓口
(http://www.pps.go.jp/denmado/index.html) 
をご覧ください。

「輸入穀類等検疫要綱」の一部改正

倉庫・サイロ
の等級

  5 度以上 10度未満
10度以上 15度未満
15度以上 25度未満
15度以上 25度未満
25度以上
25度以上

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

3 日間
3日間
2日間
3日間
2日間
3日間

庫外投薬機を用いた燐化アルミニウムによる消毒方法の基準（概略）

＊薬量：倉庫又はサイロの内容積１立方メートルあたりの燐化水素のグラム数

特Ａ級

Ａ　級

温  度 薬 量 くん蒸時間

▼PQ-NETWORK による検査申請手続き

NACCS
輸入検査申請

府省共通
ポータル

植 物 防 疫 所

PQ-NETWORK

Web申請
 [ 輸出入検査の電子申請 ]

一般利用者

申請 各種証明書
書取出し

※ 輸出検査合格証明書は機関印と植物防疫官のサインが
　必要となりますので、電子的な送信はできません

NACCS
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集荷地でのレタスの輸出検査の様子

メキシコ産レイシ生果実

　メキシコ産レイシ生果実は、航空貨物では毎年
輸入されていますが、平成23年7月20日、昨年に
引き続き、海上コンテナー貨物としては今シーズ
ン初めて横浜港に2,400カートン、12,000㎏が輸入
されました。
　輸入植物検査の結果、検疫有害動植物の付着
はなく、合格となりました。
　レイシは、メキシコ以外では、東南アジア、オ
ーストラリア、アメリカのフロリダやハワイなどの
熱帯、亜熱帯地方でも栽培されています。日本へ
は中国、台湾からの輸入が大半を占めています。
　しかし、中国や台湾には日本が侵入を警戒して
いるミカンコミバエ種群が発生していることか
ら、輸出国における蒸熱処理などの農林水産大臣

が定める基準を満たした生果実又は一定の温度
（－17.8℃）以下で凍結されたもののみが輸入可
能となっています。
　一方、メキシコにはミカンコミバエ種群が発生
しておらず、輸出国における殺虫処理などを行わ
ずに輸入できることから、メキシコ産レイシ生果
実は、みずみずしく鮮やかなピンク色の果皮が特
徴となっています。
　　　　（横浜植物防疫所 コンテナー貨物担当）

　レタスの産地として知られる長野県南佐久郡
川上村は、海外の物産展や百貨店などで当地の
レタスの優れた品質をアピールし、更にレタス
を使った料理を紹介するなど、輸出拡大に積極
的に取り組んでいます。
　川上村のレタスは、その柔らかさや甘みから
台湾でも人気があるとのことで、夏期（７～８月）
に４～６回、名古屋植物防疫所から同村内の集
荷施設に出向いて台湾向けレタスの輸出検査を
実施しています。これらは大口貨物であるため、
輸出港まで輸送した後の輸出検査では、不合格
となった場合に代わりとなるレタスも相当量準
備せざるを得ません。この手間などを避けるた
め、川上村からの要望を受けて、平成19年から
集荷地での輸出検査を実施しています。
  輸出検査では、台湾が侵入を警戒しているミ

カンキイロアザミウマなどのアザミウマ類、レ
タスヒゲナガアブラムシなどのアブラムシ類、
チョウ類、ナミクキセンチュウなどを対象に行
います。特に、レタスヒゲナガアブラムシは結
球の中心に集まる習性があることから、結球を
割って中心部の検査を行います。
　検査に合格したレタスは、川上村でコンテナ
ー詰めされ、名古屋港から台湾に向けて輸出さ
れています。　　　　　
　　（名古屋植物防疫所 輸出及び国内検疫担当）

メキシコ産レイシ（ライチ）生果実が

海上コンテナー貨物として

今シーズン初輸入　   ─横浜港─

レタスの輸出集荷地検査の実施

　─長野県川上村─
                            



各地の植物検疫情報

７ SYOKUBUTU  BOUEKI  JOHO

知っていた
32%

お 知 ら せ

■発行編集担当
　農林水産省 横浜植物防疫所 調査研究部 企画調整担当
　　TEL：045-211-0375
　　植物防疫所ホームページ　http://www.maff.go.jp/pps/
　　〒231-0003　神奈川県横浜市中区北仲通5-57
　　　　　　　　　横浜第2合同庁舎

❖東京都小笠原諸島、鹿児島県トカラ列島及び奄美群島、沖縄県には、サツマイモやヨウサイ（エンサイ）
などに重大な被害を与えるアリモドキゾウムシなどが、沖縄県及び奄美群島の一部には、かんきつ類な
どに重大な被害を与えるカンキツグリーニング病が発生しています。これらの病害虫を国内の他の地域
へ広げないため、発生地域からの寄主となる植物類（サツマイモ、ヨウサイ（エンサイ）、かんきつ類の
苗木など）を持ち出すことは、植物防疫法により規制されています。
　
　植物防疫所では、年末年始を控えた12月12日～16日に広報強化週間を設け、主な空港や港などで、
ポスターの掲示やリーフレットの配布を行い、これら病害虫が発生している地域へ旅行される皆様を対
象に、規制の内容をお知らせすることとしています。
　植物検疫へのご理解とご協力をお願いいたします。

　鳥取県産なし生果実はアメリカ合衆国、台湾、
香港、ロシアなどに輸出されています。このう
ち、アメリカ合衆国は、日本産なし生果実の輸
入を原則として禁止していますが、「二十世紀」、
「幸水」、「新高」などのなしの品種を特定し、
対象病害虫であるコナカイガラムシ類、シンク
イムシ類、ハマキムシ類の発生がないこと、ハ
ダニ類、アブラムシ類、黒斑病、黒星病の的確
な防除など日米間の合意に基づいた検疫措置を
実施することを条件に、輸入を許可しています。
　同国向けなし生果実の検査は、まず生産地域
において袋掛け期直後（７月上旬～中旬）と収
穫期前（８月上旬～中旬）の２回行います。果
樹園での検査に合格したものは、その後選果場

において輸出検査を行い、すべての検査に合格
したものが輸出されます。
　平成23年度の輸出検査は、８月27日に行い、
検査の結果、全量（2,156箱、15,030kg）が合格
となり、低温保管庫に一時保管された後、９月
下旬に神戸港から輸出されました。
　　　（神戸植物防疫所 広島支所 境港出張所）

アメリカ合衆国向けなし生果実の

検査概況　　─鳥取県─

アメリカ合衆国向けなしの収穫期前生産地域検査の様子
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